
 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 
東京農工大学 大学院先進学際科学府 

 

 

 
目 次 

 
 

 

(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 ・・・・２ 

  ① 学生の確保の見通し ・・・・２ 

   ア．定員充足の見込み ・・・・２ 

   イ．定員充足の根拠となる客観的データの概要 ・・・・３ 

   ウ．同分野を有する競合校の状況 ・・・・７ 

   エ．学生納付金の設定の考え方 ・・・・７ 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 ・・・・８ 

 

 

(2) 人材需要の動向等社会の要請 ・・・・９ 

  ① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） ・・・・９ 

  ② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたもの ・・・・９ 

       であることの客観的な根拠 

ー学生確保（本文） ー1ー



 

(1) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し

ア. 定員充足の見込み 

東京農工大学大学院先進学際科学府（以下「新学府」という。）の修士課程は、現代的な

新しい課題に対して計測科学、計算科学、データ科学を三位一体として連携・融合した取組

で解決へと導き、世界で活躍できるグローバル高度職業人材を育成し、高度職業専門人材を

より多く社会に輩出することを目的とする。新学府ではディプロマ・ポリシーに掲げる能力

の獲得に向けて、学問分野を明確に理解し、自身の専門性に基づいた履修を可能とするため、

先進学際科学専攻の下に４つのコース（予測情報学コース、資源・エネルギー科学コース、

健康・福祉科学コース、食料・環境科学コース）を設置し、入学定員を99人に設定する（図

1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1 修士課程の入学定員 

 

本学は農学、工学を両輪とする我が国のなかでもユニークな２学部制の大学である。新学

府では、農学‧工学の自然科学領域を基盤とした学生が入学してくることを想定しており、

本学大学院（修士、博士前期、専門職学位課程）における過去５年間の志願状況及び定員充

足率、内部進学率の実績や、学部生を対象とした大学院進学希望調査に加え、社会・地域が

求める人材需要の見通しを反映する求人企業等へのアンケート調査のデータを総合的に検討

した結果、質を担保しつつ定員を充足することが可能であると判断した。 

先進学際科学専攻の資源・エネルギー科学コース、健康・福祉科学コース及び食料・環境

科学コースについては、既存の生物システム応用科学府の専攻を再編して設置するものであ

る。生物システム応用科学府の過去5年間の平均志願者数は96人で入学定員を上回っており、

これらのコースの募集人員69人（各コース23人）に対して約1.4倍の志願倍率であり、今後

の同様の傾向が見込まれ、募集人員に対して十分充足が期待できる。新設の予測情報学コー

ス（募集人員30人）については、農学研究院及び工学研究院を本務とする教員により構成さ

れ、主に農学部、工学部からの進学が見込まれている。農学府、工学府では、入学定員174

人、397人に対して、過去5年間の平均志願倍率は、それぞれ1.7倍、1.5倍となっている。予

測情報学コースの募集人員30人を含めても、同程度の志願者数となれば、農学府・工学府・

新学府予測情報学コース合計の募集人員に対しても志願倍率が1.5倍弱となり、募集人員を

十分に上回るニーズが存在する。以上より、新学府先進学際科学専攻の入学定員99人を十分

充足できる見込みであり、今後も安定して学生を確保できることが予想される。 
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イ. 定員充足の根拠となる客観的データの概要 

本学大学院（修士、博士前期、専門職学位課程）における過去5年間の志願状況及び定員

充足率（表1）の実績は、募集人員を超える志願者（5年間の平均倍率は1.6倍）に対し、適

正な入学定員の管理を行っていること（5年間の平均充足率は約115％）を示している。 

   

表1 本学大学院における過去５年間の志願状況及び定員充足率 

 

 

なお、新学府の設置構想に関するアンケート調査の実施（令和6年1月）に先駆け、新設す

る予測情報学コースに限定した学部学生（1～4年次、1308人が回答）へのアンケート調査を

実施（令和5年5月）したところ（図2）、本学の修士課程へ進学希望をしている547人中、約

67％（368人）の学生が「予測情報学コースに進学したい」又は「予測情報学コースを進学

先の候補に入れたい」と回答しており、学部学生の関心が高いことがうかがえる。その他、

予測情報学コースの関心の高さは、後述の図3-4においても確認できる。 

 

区分 H31/R元 R2 R3 R4 R5 合計

入学定員
(募集人員)

380人 380人 380人 380人 397人 1,917人

志願者数 546人 525人 566人 577人 629人 2,843人

志願倍率 1.4倍 1.4倍 1.5倍 1.5倍 1.6倍 1.5倍

入学者数 398人 397人 427人 411人 445人 2,024人

入学定員
充足率

104.7% 104.5% 112.4% 108.2% 112.1% 105.6%

入学定員
(募集人員)

174人 174人 174人 174人 174人 870人

志願者数 288人 293人 309人 298人 324人 1,512人

志願倍率 1.7倍 1.7倍 1.8倍 1.7倍 1.9倍 1.7倍

入学者数 209人 215人 220人 204人 231人 1,079人

入学定員
充足率

120.1% 123.6% 126.4% 117.2% 132.8% 124.0%

入学定員
(募集人員)

59人 59人 59人 59人 59人 295人

志願者数 102人 93人 101人 95人 89人 480人

志願倍率 1.7倍 1.6倍 1.7倍 1.6倍 1.5倍 1.6倍

入学者数 68人 72人 70人 68人 64人 342人

入学定員
充足率

115.3% 122.0% 118.6% 115.3% 108.5% 115.9%

志願倍率 1.6倍 1.5倍 1.7倍 1.6倍 1.7倍 1.6倍

入学定員
充足率

113.4% 116.7% 119.1% 113.6% 117.8% 115.2%

平　均

生物システム
応用科学府

（博士前期課程）

部局
（課程）

農学府
（修士課程）

工学府
（博士前期課程・
専門職学位課程）
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図2 本学学部学生における予測情報学コースへの進学希望（令和5年5月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、過去5年間の農学部及び工学部卒業生の大学院進学率及び内部進学率の実績（表2）

については、大学院進学率は卒業者のうち平均で71.5％（659人）で、大学院進学者のうち

内部進学率は平均で91％（600人）を超えており、農学部及び工学部の卒業生が本学大学院

への強い進学意欲を有していることの証左であると考えられる。 

 

表2 農学部、工学部卒業生の大学院進学率及び内部進学率の実績（過去５年間） 

 
 

 

単位：人

年度

学科

①卒業者数 320 303 318 316 308 1,565

②大学院進学者数 180 193 205 194 182 954

（大学院進学率） 56.3% 63.7% 64.5% 61.4% 59.1% 61.0%

➂内部進学者数 166 167 178 165 164 840

（内部進学率） 92.2% 86.5% 86.8% 85.1% 90.1% 88.1%

①卒業者数 588 592 598 583 682 3,043

②大学院進学者数 455 455 474 466 489 2,339

（大学院進学率） 77.4% 76.9% 79.3% 79.9% 71.7% 76.9%

➂内部進学者数 417 421 439 429 452 2,158

（内部進学率） 91.6% 92.5% 92.6% 92.1% 92.4% 92.3%

①卒業者数 908 895 916 899 990 4,608

②大学院進学者数 635 648 679 660 671 3,293

（大学院進学率） 69.9% 72.4% 74.1% 73.4% 67.8% 71.5%

➂内部進学者数 583 588 617 594 616 2,998

（内部進学率） 91.8% 90.7% 90.9% 90.0% 91.8% 91.0%

工学部

総計

合計

農学部

総計

計H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

「進学を希望する」又は「就職した後など、将来的に進学したいと考えている」と回答された方にお

聞きします。大学院修士課程（修士課程）「予測情報学専攻（仮称）注）」に進学したいと思います

か？ 

 

注）令和5年5月

時点の仮称 

（進学先の候補に入れたい） 

           その他 
（172人） 

（338人） 

1.3％ 

（7人） 
 

約 67%（368人）の学生が、予測情報学コース

への進学を希望又は進学先の候補に入れた

いと回答  

5.5％ 

（30人） 
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新学府進学が想定される本学学部生（3年次生を中心とした505人の学部学生が回答）

を対象とした、大学院進学希望調査（令和6年1月実施）の結果（図3-1参照）は、回答し

た502人中約88％（439人）の学生が大学院修士（博士前期）課程まで進学することを念

頭に置いている。 

また、新学府の設置構想について442人中約75％（330人）が「関心がある」又は「あ

る程度関心がある」と回答（図3-2参照）するとともに、新学府への進学については、約

89%（391人）の学生が「進学したい」又は「進学先の候補として検討したい」と回答

（図3-3参照）している。 

さらに、専攻の下に置く4コースに対する進学希望又は興味について調査の結果、新設

する「予測情報学コース」と回答した学生が40％（116人）と最も多かった。（図3-4参

照） 

 

 

図3-1 本学学部生における大学院進学希望 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-2 新学府の設置構想にかかる関心度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 88%（439 人）の学生が、修士（博士

前期）課程への進学意欲がある  

大学院修士（博士前期）課程に進学したいと思いますか？ 

（137人） 

（302人） 

（63人） 

その他 （107人） 
その他 

1.1%（5人） 

（221人） 

（109人） 

新学府 先進学際科学専攻（修士課程）の構想について、考えを聞かせてください。 

 

約75%（330人）の学生が、新学府設置構想に

ついて「関心がある」又は「ある程度関心があ

る」と回答  

回答：442人 

回答：502人 
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図3-3 新学府への進学希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-4 各コースに対する進学希望や興味 

 

最後に、新学府が目指す、「農学・工学間の協働の視点を持ち、次世代の情報・デジタル

未来社会の創生に取り組めるグローバル高度職業人材の養成」に関連して、本学学部生に

「数理・データサイエンス・AIを活用して、課題を解決するための能力を身に付ける必要性」

について調査した結果（図3-5参照）、約89％（449人）を超える学生が「大いにあると思う」

「あると思う」と回答した。「多少は身に付ける必要がある」との回答を含めると約98％

（495人）の学生がその必要性を感じている。 

 

 

 

 

大学院新学府先進学際科学専攻（修士課程）の、どのコースに進学したいと思いますか？（又はどのコ

ースに興味がありますか？） 

（243人） 

（149人） 

 

（34人） 

その他 

3.2％（14人） 

新学府の先進学際科学専攻（修士課程）に進学したいと思いますか？ 

回答：440人 

 

 

（243人） 

その他 

約89%（391人）の学生が、新学府に「進学したい」

又は「進学先の候補として検討したい」と回答  

（67人） 

（116人） 

（79人） 

（26人） 

予測情報学コースの進学希望又は興味が、最も

高い結果40.3%（116人）となった 

回答：288人 
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図3-5 現代社会における数理・データサイエンス・AIを活用して課題を解決するための 

   能力を身に付ける必要性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ.同分野を有する競合校の状況 

新学府先進学際科学専攻は農学‧工学を基盤として、情報・デジタル技術や数理手法を応

用して、計測科学、計算科学、データ科学を三位一体として、新しい知識やイノベーショ

ンを生み出し課題解決を目指す人材を育成することを目的としている。 

近隣の都道府県には同様の教育を行う大学院はないことから競合校はないと考えられる。 

 

 

エ. 学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は、「国立大学等の授業料その他費用に関する省令（平成16年文部科

学省令16号）」に定める標準額を基として、本学が定める国立大学法人東京農工大学諸料

金に関する規程に基づき、以下のとおり設定している。 

・入学料：282,000円、検定料：30,000円 

・授業料：642,960円（年額） 

 

なお、令和6年度以降の学士課程及び大学院課程の入学者から順次、授業料を改定（標準

額の1.2倍）する計画であり、大学院生については、令和7年度入学者から改定額を適用す

ることとしている。 

約 98％（495人）の学生が、数理・デ

ータサイエンス・AI を活用して、課題

を解決するための能力を身に付ける

必要があると考えている 

（141人） 

（308人） 

（46人） 

1.8％ 

（9人） 

現代社会において数理・データサイエンス・AIを活用して、課題を解決するための能力を身に付ける

必要があると思いますか？ 

回答：504人 

（141人） 
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② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学のホームページの「学部・大学院の設置・改組のお知らせ」に、新学府（修士課程）

の教育の特色、アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシ

ー、入試情報などの情報を発信する。 

新学府のホームページでは、教員の研究、教育研究に関すること、想定する進路等につい

て紹介し、新学府の魅力を広く発信し、志願者の確保に努める。 

新学府の修士課程の志願者を対象とした大学院進学説明会を開催（社会人や遠隔地居住者

等を考慮し、ハイブリッドで開催する）する。 

また、外国人留学生の受入を促進するため、外国人留学生特別プログラム入試を実施し、

各国の優秀な留学生を受け入れる計画としている。現在、国際交流小委員会（全学組織）を

中心として海外の姉妹校協定校等に訪問した際に全教員が広報活動を行えるよう、オリジナ

ルのパンフレットの作成を進めている。そのパンフレットを活用し、大学の広報活動を行う。

さらに、本学学生の海外派遣や留学生の受入を通じて国際交流を推進し、新学府の修士課程

への入学につなげていく。 

さらには、社会人の多様なキャリア形成を支援するため、社会人特別入試を実施し、広く

受け入れる。 

なお、令和６年度以降は、学生に対する経済的支援を拡充することとしており、経済的に

困窮している学生に加えて、大学院への進学意欲が高い学生を支援する仕組みを構築し、各

種経済的支援を実施していくこととしている。
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(2) 人材需要の動向等社会の要請 

①  人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学は、「使命志向型教育研究―美しい地球持続のための全学的努力」(MORE SENSE: 

Mission Oriented Research and Education giving Synergy in Endeavors toward a 

Sustainable Earth)を基本理念として標榜し、「持続発展可能な社会の実現」に向け、社会

や自然環境と調和した科学技術の進展、課題解決とその実現を担う人材の育成を目的として

いる。この基本理念及び学長のリーダーシップのもと「農学、工学およびその融合領域にお

ける科学的探究を通じ、次の時代のあるべき姿を示し努力するすべての人を尊重し、人の価

値を知的に社会的に最大に高める世界第一線の研究大学となることを目指す」ことを重要な

ビジョンの一つとして掲げ、国際的に卓越した大学院を形成し、教育研究環境の基盤を強化

することとしている。 

新学府では、多様な社会ニーズと高度な技術シーズを協働させ、グローバル社会で戦力と

なり牽引できる高度職業人材を輩出することを目的として、本学の強みである「食料・環境、

資源・エネルギー、ライフサイエンス（健康・福祉）分野の教育研究力」に「情報・デジタ

ルおよびAI・数理・データサイエンスに関する教育研究力」を結集することにより、農学・

工学間の協働の視点を持ち、次世代の情報・デジタル未来社会の創生に取り組めるグローバ

ル高度職業人材を養成しようとするものである。 

 

②  上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

社会・地域が新学府に求める人材需要の見通しを明らかにするため、令和6年1月に本学へ

の求人企業に対してアンケート調査を実施し、採用選考に関わっている立場の方を中心とし

て、多種多様な業種の企業等135社から回答を得た。アンケート項目は、別添資料1のとおり

であり、教育研究の特色や養成する人材像等を説明する資料を添付した。 

アンケートの結果（図5）から、「農学または工学をベースとして異なる学問領域や学術

分野を横断して協働し、計測科学、計算科学、データ科学を三位一体として、新しい知識や

イノベーションを生み出し課題解決を目指す人材」の必要性については、約95%（128社）の

企業等から必要である旨の回答を得られた。 

また、「新学府の博士前期課程（修士課程）を修了した学生を採用したいか」の調査では、

約73％（98社）が「積極的に採用したい」または「採用したい」を選択、「採用する可能性

がある」を含めると約93％（125社）の企業から新学府の修了生を採用の対象とする旨の回

答を得られ、新学府の修了生が社会において必要であると判断できる。なお、新学府先進学

際科学専攻では学年進行に合わせて博士後期課程を設置する予定であり、現生物システム応

用科学府における博士後期課程進学率等を踏まえると、99人の入学定員に対して、約13人

（過去5年平均。図4参照）の学生は博士後期課程に進学することが見込まれる。前述の企業

に対してのアンケート結果も踏まえると新学府修士課程の修了生のうち就職が見込まれる

（博士後期課程に進学しない者）者約86人に対する社会的ニーズは十分あると考えられる。 
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図4 博士後期課程への内部進学者数等 

 

 

 

最後に、修了生に求める知識や能力等を期待するかについては、以下の回答を選択した企

業等が多数であった。これらの意見も参考にして、新学府の人材育成に活かしていく所存で

ある。 

・自ら課題を設定し解決する能力 約75％（101社） 

・自立した思考や他者との協働を実践する力 約74％（100社） 

・様々な場でデジタル化を進め、応用するために必要な知識･技術 約66％（89社） 

・先進情報技術やデータサイエンスを応用するために必要な知識･技術 約65％（88社） 

 

図5 求人企業アンケート調査（R6年1月実施） 

 

 

 

 

単位：人

専攻
年度 H31

(R元)
R2 R3 R4 R5 平均

【①】内部進学者数 4 0 3 9 8 5

（内部進学率） (15.4%) (0.0%) (17.6%) (37.5%) (38.1%) (22.0%)

（参考）入学者数 26 21 17 24 21 22

【②】２→３年次
　　　進級者数

12 9 8 4 5 8

H29入学 H30入学 H31/R元入学 R２入学 R３入学

12 10 11 9 8 10

合計
合計

【①＋②】
16 9 11 13 13 13

　生物機能システム
　科学専攻
  （博士後期課程）

　食料エネルギー
　システム科学専攻
  （一貫制博士課程）

生
物
シ
ス
テ
ム
応
用
科
学
府

（参考）入学者数

その他の業種

4%

その他の製造業

4%

卸売・小売

4%

製造業（食品・

飲料）

4%製造業（精密機

器）

5%

電気・ガス・水道

5%

製造業（化学・石

油製品）

6%

情報処理サービス

7%

情報通信

7%

建設・建築・土木

10%

製造業（機械・電

気機械）

27%

アンケートの回答企業の業種（多種多様）
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0 20 40 60 80 100 120

自ら課題を設定し解決する能力 

自立した思考や他者との協働を実践する力 

様々な場でデジタル化を進め、応用するために必要な知識･技術 

先進情報技術やデータサイエンスを応用するために必要な知識･技術 

農学または工学に関する先進的な知識･技術 

関連分野の幅広い知識や異分野を理解する力 

高い倫理観を身につけ、責任感をもつ 

論文執筆や学会発表におけるコミュニケーション力 

コミュニケーションツールとしての英語力 

その他 

わからない 

72（53.3％） 

88（65.2％） 

100（74.1％） 

89（65.9％） 

66（48.9％） 

101（74.8％） 

26（19.3％） 

25（18.5％） 

68（50.4％） 

3（2.1％） 

88（65.2％） 

89（65.9％） 

1（0.7％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農学または工学をベースとして異なる学問領域や学術分野を横断して協働し、計測科学、計算科

学、データ科学を三位一体として、新しい知識やイノベーションを生み出し課題解決を目指す人材を

必要だと思われますか？   

農学または工学の基礎を学び、大学院博士前期課程において「先進学際科学専攻」を修了した、

学際型高度職業人材を採用したいと思われますか？   

約93％（125社）の企業等が、新学府

修了者の採用を考えている  

約95％（128社）の企業等が、 

新学府が育成する人材の必要性を

感じている 

 

大学院博士前期課程において、「先進学際科学専攻」を修了した人材に、どのような知識や能力、技術を期待

しますか？（複数回答）  

（68社） 

（47社） 

（13社） 

3.7％（5社） 

1.5％ 

（2社） 

（46社） 

（27社） 

（52社） 

6.7％（9社） 

0.7％ 

（1社） 
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学生の確保の見通し等を記載した書類「資料」 

 

 

 

資料１ 新学府設置の計画にかかるアンケート調査票様式（在学生向け）・・・・２ 

 

資料２ 新学府設置の計画にかかるアンケート調査票様式（企業等向け）・・・・７ 
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